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説明内容

①データの登録状況とシステムの開発状況

②JVDNシステムの活用状況

③JVDNシステムの利活用推進のための取り組み
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データの登録状況

•2021年1月以降、京都大学防災研桜島観測所の
データの提供を開始した。

•現在、サーバの増強中で、完了次第、東京大学、名
古屋大学のデータ登録を進める予定。
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開発した機能：写真データの共有機能
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火山現象や火山災害、露頭など火山に関する写真を登録して表示する機能。
写真とともに、位置情報、撮影日時、撮影者、ライセンス情報を登録できる。
雲仙普賢岳噴火災害の写真データの登録を進めている。

登録された写真データ
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開発した機能：任意ファイル登録機能
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フリーフォーマット対応で、電子ファイルであればなんでも登録可能。
JVDNシステムのポータルサイトにアップロードするとURLを発行し、任意のWEBページやメー
ルに張り付けられる。
利用者はURLをクリックすると利用申請ができる。申請が承認されるとダウンロード可能。
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開発した機能：産総研地質図の表示機能
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産総研が公表している「火山地質図」と「20万分の1日本シームレス地質図」をGISで表示でき
るようにした。観測点分布や震源分布などと重ねて表示できる。
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JVDNシステムの利用状況
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ユーザ登録者数は約130名（2021年11月末現在）。５日に１人のペースで増加。
内訳は、大学の研究者が約30%、研究機関と行政機関がそれぞれ約25%、学生と民間企業がそ
れぞれ約10%。アクセス数はひと月当たり４０００～５０００件。
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2021年10月阿蘇山噴火への対応
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内閣府の「降灰調査データ共有スキーム」で、緊急の降灰調査が行われた。JVDNシステムに関
係機関による降灰調査結果が登録され、迅速な情報共有に貢献した。

阿蘇山噴火での降灰
調査結果
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利活用推進のための取り組み

• JVDNシステムの利用者の意見交換会を実施
（9/29, 11/22)

• JVDNシステムの利用者アンケートを実施（10/28-
11/5)
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JVDNシステムの利用ガイド（2021年版）

JVDNシステム利用ガイド

電子版をJVDNシステムのポータルサイトで公開している。
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火山活動の推移予測研究への状態遷移図の提案
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伊豆大島伊豆大島

口永良部島口永良部島

硫黄島硫黄島

阿蘇山阿蘇山

三宅島三宅島

浅間山浅間山

JVDNシステムの多火山・多項目観測データと状態遷移図を使って、火山活動の推移を予測する
ための研究手法を提案。状態遷移図は、データ活用・分野間連携にも活用できる。
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まとめ

①写真データの共有機能、任意ファイル登録機能、
産総研地質図の表示機能などを開発。データ登録
作業も進めている。

②少しずつ利用が進みつつあるが、さらに利用促進
が必要。

③意見交換会の開催、利用ガイドの作成、状態遷移
図の提案など、利用促進の取り組みを進めてい
る。
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